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景観構造の分析とその環境保全計画への適用に関する研究 135 
なるであろう。景観を体系的に分類し、分類群における景観変化や撹乱への応答パターンなどを整
理することによって、より適切な景観保全、景観管理が可能となるであろう。そのためにも景観構
造の分析方法論の確立と事例研究の蓄積が必要である。
景観生態学の研究は、広大な空間とその空間に関わる多くの因子を扱う。このような研究を進め
る上では、生態学の知識と空間情報の解析、さらに時間変化の予測も必要である。データの収集や
データベースの構築、結果の解釈など作業量も膨大である。このような研究を個人で進めるには限
界があるので、複数の研究者によるプロジェクト研究によって発展させるべきであろう。景観生態
学は、学術的に注目されるだけでなく、現実社会からの期待も大きい。景観生態学の研究者は、環
境計画や環境アセスメントなどの急を要する問題に貢献すると同時に、景観生態学の基礎的な研究
事例を蓄積し、最終的なゴールに向けて進んで、いく必要がある。
